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1 .はむめに
我田の干潟の40%にも達する約8，600haの広大
な干潟域を持つ有明海は，かつてはアゲマキやタ
イラギなど多識にわたる底棲生物が生息する
な海域であった.近年では，魚介類の不漁が続い
ており，特に貝類の漁穫量は減少の一途を辿って
いる(図 1参照).近年，有明海の干潟底質環
境に関する報告においてもヘ干潟底質の悪化が
明らかになってきている.本論文は，かつて有明
海の特産品であったアゲマキの養殖場再生を日的
とした底紫改善工法について，改善効果や持続性
を，室内および現地試験の物理・化学的特性から
検討したものである.
2.有明海干潟底質の状況
本研究で底質改善法域として選定した佐賀県鹿
島市飯田地先の干潟は，かつてアゲマキの養殖が
行われていたが，平成10年頃には絶滅してしまっ
た海域である.この海域と，アゲマキの自然発生
が確認され，漁業保護区に指定された佐賀郡東与
賀地先の干潟鹿質との物理・化学的諸特性の比較
を表-1に示す.なお，表… 1の実験債は平成14
年11月における干潟表層20cmの底紫を用いて測定
したもので，物理的特性については土質試験法に
基づいて実施した.化学的特性については， pH 
はFET電極，酸化還元竜位(以下 ORP)は白金
竜雄で測定し，酸揮発性硫化物(以下AVS) は
新編水貿汚濁指針法11.2検知管法で測定し， COD 
は過マンガン酸カリウムによる定量を行った.物
理的特性としては，飯田の底質は東与賀に比べる
と，粘土含有量が15%多く，液性眼界が16%高い
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表-1 子潟底質の物理・化学的諮特性
物理化学的1¥M引 飯間底資 東与賀E記録
土粒子の繁茂 g/ωi 2.69 2.71 
自然合7J(j:七 % 260 231 
絞綴!皮iX: 
砂分 % 10 10 
シルト分 。16 30 45 
粘土分 。/ノO 60 45 
液↑生限界w，. 。/ノυ 158 143 
援!'I1指数L 97 91 
活性皮A 1.9 1.6 
透水係数k糾 cm/s 4.5-7. ox 10-6 1. 8-2. 8X 10-5 
強需品減益 % 14.6 12.4 
pH 7.02 7.89 
ORP mV -114 58 
AVS 時/g-drymud 0.88 0.08 
COD糾 H習/宮町drymud 20 16 
i温波皮 g/L 20 14 
※l は王子成15年1月
※2(ま5f成16:fn2月
数債を示した.また，活性が高いことや透水性が
低いことも挙げられる.化学的特性としては，
CODや強熱減量の数値が高く，さらに AVS濃度
が高いことや， ORPが低いことから，還元的環
境となっていることがわかる.また， pHが低い
数値を示していることから，有機物を酸化分解す
る際に生じる CO2や酢酸などの有機酸の蓄積が推
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表 2 改慈材配合割合
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関 2 改議材配合割合と AVS
3.改器材配合離合の検討
3. 1 カラム試験の概要
底質が著しい還元的環境となっている飯田底泥
を用いて，底費改善材の混合による AVSの変化
について検討した.AVSは金属元素や水素元素
と結合した硫化物でぺ水産用水基準にて0.2mg/
g -drymudと規定されており，また， O. 5mg/ g-
drymud 以下であれば経験的にアゲマキの棲息が
可能で、あると言われている.底質改善材は，海:砂，
発泡ガラス材(tJ、下FWG，日本建設技術社製)， 
マグネシウム系底質改善斉iJ(以下MG，宇部マテ
リアル社製)の3種類である.海砂は長崎県五島
沖のもの (Dω口 0.55mm)を用いた.FWGは廃棄
ガラスを再資源化したもので，軽量で多孔質な形
状をしており，ケイ素を主要元素とする.主に，
水質部化や緑化工事(工法)，軽量盛土工事(工
法)に使用され，開隙構造や比重および粒径の調
整が可能である(表-3参照).MGは海水を濃
縮し塩分を除去したもので，水酸化マグネシウム
を主成分とする.海砂およびFWGは底質内の有
機物濃度や硫化物濃度の低下等を自的とし， MG 
については pHの調整による硫酸還元細菌の増殖
抑制や難分解性の有機物が分解され易くなるとい
う報告がなされている4)
32一一→研1告研究肋 15Sゅtember2006 
表-3 発泡ガラス材の特徴(底質改ま専用)
攻沼 物性
特 徴 多孔質で気孔がj主総している
主要元素 ケイ索
比議1.5-1.7 
1吸水率 30% 
絞度分布 2-8臨m
安全性 有答物質の浴出なし
殴 3 発泡ガラス材の電子顕微鏡写真
3.2 試験方法
試験に用いる試料は，撹持o;f疫を用いて飯田底流
と改善材をそれぞれCASE1 ~ 6になるように混
合し(袈-2参照)，六角川河口より採取した海
水(塩濃度20g /L)を用いて液性限界の2倍に
合水上ヒを調整した.その試料を，塩化ピニル性カ
ラム(1)8 cm， H80cm)に静かに充填し，沈隣後
の上澄みを常時l爆気する.試料の充填より 2週間
後 1ヵ月後， 3ヵ月後の物理・化学的諸特性を
深度ごとに測定した.
3.3 試験結果および考察
試料混合より 1ヵ丹後の充填試料表面より，深
度15cmにおける AVSの値を図… 2に示す.改善
材を配合しないCASE1では， 1. 2mg/ g -drymud 
のAVSが検出されたのに対し，海砂を10%配合
した CASE2ではO.8mg/ g -drymud， 30%配合し
たCASE3ではO.4mg/ g -drymud， 50%配合した
CASE4ではO.3mg/ g -drymudと，海砂配合割合
の増加に伴い AVSの低下が生じた.図より，海
砂の配合割合が30%程度から底質内のAVS値が
O. 5mg/ g -drymud以下に低下しており，現場施工
する際の海砂の配合割合は30%程度が妥当で、ある
との見解に至った.また，本論文のカラム試験で
は潮位変動がない状態で行ったため， FWGによ
る底質の改善効果については海砂と同程度であっ
た.
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キの棲息深さを想定して深度90cmまで耕転・混合
した(圏一 4，5参殿). 
4.2 底質調査
調査は，平成15年3月から平成17年1月まで，
3ヶ月に l度の頻度で計13問実施した.試料採取
にはシンウオールチューブサンプラー(~ 7. 6cm， 
H100cm)を用いて，図-4に示す各改善区とそ
の外側における無処理の干潟 (Blank地点)より，
深度約60cmの底泥を採取した.採取した底泥を所
定の深度ごとにスライスカットし，物理・化学的
特性に関する実験を行った.
4.3 調査結果と考察
題-6， 7に平成16年2月時点の，試験フィー
ルドにおける底質の自然含水比とコンシステン
4. 1 現地試験の概要
干潟底泥の底質改善試験を，平成14年3月から
飯田海岸の干潟域において実施した.改善区域に
は，浮泥堆積の抑制を目的とした囲繰堤51;r ，図
-5に示すように干潟表面から30cm高土のマウン
ド状となるように構築し，間続堤を構築しない試
験区との比較を行うことで，底質改善効果の持続
性について検討した(図-4参照).間繰堤には，
漁港に堆積した潟土を波諜し，大型土議(フレキ
シブルコンテナ， ~ 100cm， H65cm)に詰めたも
のを有効利用した.
試験底には室内カラム試験の結果をもとに，改
善材を30cmJ享に敷設し， ["オー ガ方式Jの耕転機
(株式会社ワイピーエム社製)を舟いて，アゲマ
4.現地試験による改善効果の検討
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シーの深度分布と AVSの深度分布を示す.
題-6に示すように，閤焼堤を設けなかった広
域では，表層部o~ 5 cm程度の含水比が約250%
と高い値を示しており，これは浮泥の堆積による
細粒分の増加に伴って成質の保水能力が上昇した
ものと推察される.これに対して，間焼堤を設け
た底費改善底では，表層部o~ 1 cm程度において
自然含水比が液性限界を超える値を示すものの，
1 cm以深の底質では液性眼界を下回る含水状態で、
あった.このことから，綿粒分の堆積が閤緯堤の
構築により抑制されていることを確認した.
図… 7のAVS深度分布では， Blankと閤縫堤を
設けない改善区の底質において， O. 5mg/ g-
drymudを超える硫酸還元躍を確認することが出
来る.これに対し，間続堤を設けた改善芭では，
水産用水基準で規定されているO.2mg/ g -drymud 
程度に抑制されている.さらに，臨-8に示す経
時変化より，施工後1年経過したあたりから，回
線堤の有効性が確認できるようになり，囲焼堤を
設けた底質改善医では 4年程度経過しでも東与
賀の成紫と間程度のAVS濃度に抑制されており，
改善効果が持続されていることがわかる.
5.おわりに
底質改善材を干潟麗質にi見合耕恕することによ
り，底質内のAVS濃度を低下させることが出来
た.また，間繰堤を構築することで，改善した底
質に対ーする浮泥の堆積が抑制されることから，改
善効果が持続されることを確認した.さらに，本
工法によるアゲマキの生残率や成長は，従来の養
殖技術と比較しでも良好な結果が確認されてい
る6)
今後は，連続間隙構造を持つ FWGが底箕内の
ガスを保持することによる，間隙水移動促進のメ
カニズムを実験および、モデル式による数値解析よ
り検証し，底質改善材としての有効性を明らかに
する.
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